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成ガ完園沖浦公
交流と憩いの公園として

昨
年
十
一
月
か
ら
、
旧
長
浜
中
学
校

跡
地
に
整
備
を
進
め
て
来
た
「
沖
浦
公

園
」
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
、
拓
海
工
業
団
地
に
立

地
し
た
企
業
の
協
力
に
よ
り
、
通
産
省

の
補
助
を
受
け
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、

企
業
と
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の

で
す
。圏

内
に
は
、
開
閉
橋
が
眺
望
で
き
る

東
屋
や
多
目
的
広
場
、
ク
ロ
ッ
ケ
l
コ
ー

ト
の
他
、
ウ
ッ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
(
す

べ
り
台

・
タ
イ
ヤ
ブ
ラ
ン
コ
つ
り
橋
他
)
、

ロ
l
プ
ウ
ェ
イ
な
ど
の
遊
具
施
設
も
整

備
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
楽
し
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
公
園
は
、
い
つ
で
も
、
だ
れ
で

も
利
用
で
き
る
私
た
ち
町
民
み
ん
な
の

も
の
で
す
。
マ
ナ
ー
を
守
り
、
美
し
く

大
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
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三
月
十
六
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
町
内
の
消
防
団
員
や
関
係
者

ら
約
三
百
五
十
人
が
参
加
し
て
、
平
成

九
年
長
浜
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。式

で
は
、
来
賓
な
ど
多
数
見
守
る
中
、

服
装
点
検
や
機
械
器
具
点
検
、
ポ
ン
プ

操
法
や
白
滝
分
団
に
よ
る
小
隊
訓
練
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

方
や
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
表
彰
状
や
感

謝
状
が
送
ら
れ
た
後
、
全
団
員
に
よ
る

町
内
行
進
、
長
浜
大
橋
か
ら
の
一
斉
放

水
が
行
わ
れ
、
式
は
滞
り
な
く
終
了
し

ま
し
た
。

私
た
ち
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
っ
て

く
だ
さ
る
頼
も
し
い
団
員
の
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

岡

表
彰

一
消
防
庁
長
官
表
彰
}
永
年
勤
続
功
労

章
・
岡
孝
志
(
沖
浦
)

{
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
}
精
績
章
・

石
山
悦
弘
(
出
海
)

本番さなが、らの小型ポンプ操法

{
愛
媛
県
知
事
表
彰
一
功
労
章
・
矢
野

常
義
(
黒
田
)
西
岡
敏
博
(
須
沢
)

一
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
}
功
績
章
・

賓
生
芳
正
(
櫛
生
)
勤
続
章
・
畑
山
真

一
郎
、
後
藤
世
紀
、
篠
田
高
夫
、
木
村

隆
(
以
上
出
海
)
東
信
利
、
中
川
弘
美

(
以
上
黒
田
)
西
岡
平
(
長
浜
)
谷
上

一
志
、
亀
井
実
(
以
上
今
坊
)
水
沼
和

弘
、
有
友
正
博
(
以
上
櫛
生
)
井
上
嘉

毒
彦
(
上
老
松
)

一
愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状
}
永
年

勤
続
消
防
団
員
家
族
内
助
の
功
労
者
・

相
田
恵
美
子
(
今
坊
)
同
志
喜
子
(
沖

浦
)
合
田
タ
キ
コ
(
長
浜
)
徳
山
徳
子

(
柴
)

一
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰
}

勤
続
章
・
友
津
道
明
(
長
浜
)
前
田
嘉

麿
(
今
坊
)
規
律
章
・
宇
都
宮
隆
、
菊 白滝分団による小隊訓練

地
繁
雄
、
菊
地
英
夫
(
以
上
豊
茂
)
矢

野
宏
、
西
田
満
雄
、
西
田
満
治
郎
(
以

上
黒
田
)
紙
本
英
則
、
石
井
京
司
(
以

上
青
島
)
玉
川
隆
則
、
高
木
房
雄
(
以

上
今
坊
)
坂
東
晃
(
櫛
生
)
日
野
修
次
、

矢
野
寿
一
、
石
山
繁
信
、
松
田
重
義
、

松
田
圭
司
(
以
上
下
須
戒
)
一
一
宮
茂
明

(
戒
川
)
大
野
修
(
柴
)

一
長
浜
町
長
表
彰
]
精
勤
章
・
藤
田
宗

三
、
山
本
巧
、
大
野
晋
吾
(
以
上
下
須

戒
)
渡
遺
慎
二
、
泉
栄
三
郎
、
棲
田
治

夫
(
以
上
柴
)
高
岡
伯
和
(
長
浜
)
島

田
稔
(
仁
久
)
市
川
千
代
子
(
青
島
)

山
根
龍
久
、
山
根
治
彦
(
以
上
今
坊
)

加
納
紀
彦
(
須
沢
)
森
内
猛
、
坂
井
真

一
郎
(
以
上
豊
茂
)
和
左
田
害
栄
重
、

尾
上
回
目
之
、
藤
田
勝
(
以
上
白
滝
)

一
長
浜
町
消
防
団
長
表
彰
}
精
勤
章
・

桐
田
和
嶋
(
今
坊
)
以
下
六
十
名

開閉橋からの一斉放水
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火
を
出
さ
な
い
。
そ
れ
が
一
番
で
す

が
、
万
一
と
い
、
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
万
一
の
場
合
に
は
ど
う

す
る
か
、
今
一
度
確
認
し
て
お
き
ま
し
土

、っが 碓 る す ら せ 起 を に
大なとま。せずこ求か火
切場きた るにしめくを
で所は、 こ勇たま大出
すを、消 と気火し声し
。イ云あ防 カf を災よでた
えわへ 決出でう近り
るで通 めしも。所
こず報 手て、自へ兄
と J卜ーす で知も分知つ

担園田・みのらけ
: 4.明........強...~A竃.， 411譲語、 4孟孟，~~一\ノ戸-''''/~~'' :消不せた

E 勝窃場智場ウそぽYkbi写室百只
;とで力と

!圏天ぷら鍋の油が燃えだしたら ; 
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で
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火
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消
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ド
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と

ほ
び

ち
の

う
素
す

い
要
で

き
三
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小
の
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、
め
の

は
た
火

災
る
泊

火
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燃
れ
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のそばから
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な Lネルギー

を取り除く
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一
九
一
な
た
が
一
日
に
出
し
て
い
る
ご
み

J
J
d
の
量
を
ご
存
知
で
す
か
。
厚
生
省

の
調
査
結
果
で
は
、
九
十
三
年
度
の
全

国
の
ご
み
排
出
量
は
、
五
、
O
三
O
万

t
、
一
日
一
人
当
た
り
一
、
一
O
一
一
一

g
、

一
年
間
で
は
約
四
O
O
K
に
も
な
り
ま

す
。
長
浜
町
で
は
、
同
じ
九
十
三
年

度
に
、
四
、
二
O
九
t
、
一
日
一
人
当

た
り
て
O
五
一

g
o

一
人
が
一
年
間

に
出
し
た
ご
み
の
量
は
約
三
八
O
均
、

四
人
家
族
だ
と
一
・
五
t
に
な
り
ま
す
。

数
値
だ
け
比
較
す
れ
ば
全
国
平
均
よ

り
は
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
当
町
の
場

合
山
間
部
な
ど
ご
み
収
集
を
行
っ
て
い

な
い
地
区
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

を
含
め
た
数
値
は
、
全
国
平
均
以
上
だ

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

の
ご
み
処
理
に
か
か
っ
た
費

用
を
み
る
と
、
全
国
平
均
で
は
一

年
間
一
人
当
た
り
一
八
、
三
O
O
円
、

四
人
家
族
で
は
七
三
、
二
O
O
円
に
も

な
り
ま
す
。
長
浜
町
の
場
合
で
は
、
一

年
間
一
人
当
た
り
九
、
O
九
六
円
、
四

人
家
族
で
は
約
二
ヱ
ハ
、

0
0
0円
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
一
t
当
た
り
の
処
理
費

用
は
三
O
、
八
四
O
円
と
な
り
、
全
国

平
均
の
四
五
、
七
O
O
円
を
下
回
っ
て

い
る
も
の
の
、
今
後
、
中
間
処
理
や
最

終
処
分
施
設
整
備
に
要
す
る
費
用
を
加

え
る
と
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

11十
三
年
度
に
排
出
さ
れ
た
ご
み
の

J

ヌ
約
半
分
は
、
大
洲
市
・
長
浜
町
環

境
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
し
た
後
、
埋
め
立

て
処
分
し
、
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
、

一
部
鉄
く
ず
な
ど
約
三
五
O
t
は
リ
サ

イ
ク
ル
に
固
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
ほ
ほ

同
じ
割
合
で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ご
み
排
出
量
と
処
理
費
用
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み

の
内
容
を
分
析
す
る
と
、
紙
・
布
類
が

約
三
O
%
、
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
・
ゴ
ム
類
が
約
二
五
%
、
台
所
ご
み

が
約
二
五
%
、
そ
の
他
約
二
O
%
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
中
に
は
約
五
%
の

不
燃
ご
み
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

不
燃
ご
み
の
中
に
は
約
三
O
%
の
可
燃

ご
み
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

幹
郎
内
に
は
、
約
二
百
カ
所
の
可
燃
ご

匹
み
収
集
箇
所
と
約
二
欝

百
三
十
カ
所
の
不
燃
ご
み
欝

収
集
用
ド
ラ
ム
缶
が
設
け
繍
鱗

ら
れ
、
可
燃
ご
み
は
週
三
綱
隣

国
、
不
燃
ご
み
は
週
一
回
議

も
し
く
は
月
一
回
の
割
合
議

で
収
集
し
て
い
ま
す
。
収
じ
は

集
し
た
可
燃
ご
み
は
、
直

可燃ごみの内訳接
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
し
、
不
燃
ご

み
は
、
入
手
に
よ
る
選
別
を
経
て
、
破

砕
・
圧
縮
さ
れ
た
後
に
そ
れ
ぞ
れ
埋
め

立
て
処
分
や
リ
サ
イ
ク
ル
へ
と
固
さ
れ

ま
す
。

町
一
¥
勺
み
問
題
を
考
え
る
と
き
、
ご
み
排

冷
」
出
量
の
削
減
と
適
正
な
分
別
が
最

も
重
要
な
こ
と
で
す
。
排
出
量
の
削
減

は
、
処
理
費
用
の
減
少
だ
け
で
な
く
、

最
終
処
分
場
の
延
命
化
や
処
理
施
設
の

損
耗
を
減
少
さ
せ
、
適
正
分
別
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
量
の
増
加
と
処
理
工
程
の
低

減
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
乗
効

果
を
も
た
ら
す
の
で
す
。
ご
み
を
出
す

前
に
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一1
3

んタ

i
s
ぷ
、
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i
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i
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合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
者
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す

一一一一一人権作文

川
や
海
を
汚
す
原
因
の
七
割
は
、
家

庭
か
ら
の
排
水
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

胤
邑
や
台
所
で
使
用
し
た
水
が
、
未
処

理
の
ま
ま
排
水
さ
れ
環
境
の
悪
化
を
招

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
合
併
処
理
停

化
槽
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
水
質
汚
濁

を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長
浜
町
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を

普
及
す
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
建
設

予
定
、
あ
る
い
は
既
に
住
宅
を
所
有
し

て
い
て
合
併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替
え

る
方
を
対
象
に
、
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す。
平
成
九
年
度
分
の
申
し
込
み

は
、
四
月
十
日
か
ら
五
月
九
日

ま
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
生
活
環

境
課
へ
要
望
書
を
提
出
し
て
下

さ
い
。

申
し
込
み
順
に
、
予
賞
の
範
囲

内
で
補
助
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
生
活
環

境
課
環
境
係
(
官
五
二

i
一
一
一
こ

ま
で
お
問
い
什
せ
下
さ
い
。

私
は
、
就
職
差
別
が
ど
の
よ
う
な

一
も
の
か
詳
し
く
知

ηま
せ
ん
で
し
た
。

一
し
か
し
、
同
和
問
題
学
習
の
ホ
l
ム

一
ル

l
ム
活
動
で
学
ぶ
機
会
が
あ
り
、

一
就
職
試
験
を
目
の
前
に
し
て
、
私
自

一
身
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で

一
き
ま
し
た
。

就
職
差
別
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま

一
な
資
料
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
番
印

一
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
そ
れ
は
、
あ
る
会
社
が
採
用
・
不
抹

一
用
を
決
め
る
た
め
に
使
用
し
た
も
の

一
で
す
。
そ
の
内
容
は
、
個
人
に
つ
い

一
て
い
く
つ
か
の
項
目
が
あ
り
、
点
数

一
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
数
の
合

一
計
で
合
否
が
決
ま
る
の
で
す
。
例
え

一
司
、
家
族
構
成
の
項
目
で
は
、
次
女

一
な
ら
十
点
、
長
女
は
八
点
、
一
人
つ

一
子
は
五
点
、
そ
し
て
父
(
母
)
子
家

聞
庭
な
ら
二
点
と
い
う
や
り
方
で
す
。

一
本
人
の
一
生
を
も
決
め
か
ね
な
い
こ

一
と
で
、
こ
の
よ
う
な
選
考
が
な
さ
れ

一
て
い
る
こ
と
に
、
と
て
も
、
捜
立
た

一
し
い
思
い
が
し
ま
し
た
。

一
そ
し
て
何
よ
り
も
驚
い
た
こ
と
は
、

九

一
〆必

身
長
や
視
力
そ
れ
に
血
液
型
ま
で
も
が
、

選
考
の
た
め
に
点
数
化
さ
れ
て
い
た
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
本
人

の
責
任
で
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
会
社

で
働
く
場
合
の
本
人
の
能
力
や
適
性
に

は
関
係
な
い
こ
と
で
す
。

現
在
は
、
「
全
国
高
等
学
校
統
一
用

紙
」
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
前

は
会
社
独
自
の
履
歴
書
が
便
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
中
に
も
、
本
人
の
能
力

「部落主別について」

生ん恥
年
弐

n
d

一M
U

校
日
川

高
一
一守，，

と
関
係
の
な
い
質
問
が
い
く
つ
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
信
仰
す
る
宗
教
、
友

人
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
な
ど
で
す
。

私
た
ち
は
、
授
業
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な

法
律
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
信
仰
の
白

由
、
居
住

E

職
業
選
択
の
自
由
、
表
現

の
自
由
な
ど
、
就
職
差
別
に
つ
い
て
学

ん
だ
中
に
ほ
、
憲
祉
の
内
容
に
違
反
す

る
も
の
ば
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。

示
l
ム
ル

1
ム
活
動
で
辛
ん
だ
こ
と

犠

で
す
が
、
統
一
用
紙
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
履
歴
害
に
、

親
の
職
業
や
家
庭
の
資
産
、
宗
教
な
ど

を
記
入
す
る
の
は
お
か
し
い
と
、
あ
る

高
校
生
が
申
し
出
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
の

私
と
同
じ
高
校
生
が
異
議
を
明
え
た
と

と
が
、
就
職
差
別
的
解
決
に
つ
な
が
っ
一

て
い
る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
く
ら
理
別
的
な
履
歴
書

が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、

面
接
に
お
い
て
は
、
ま
だ
差
別
に
つ
な

が
る
恐
れ
の
あ
る
質
問
が
あ
る
よ
う
で

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
市
動
で
学
び
ま
し
た
。
や
は
り
、
本

人
の
能
力
と
ほ
関
係
な
い
こ
と
で
し
た
の

現
在
は
、
職
業
安
定
所
な
ど
と
協
力
し

て
、
会
社
が
こ
の
よ
う
な
質
問
を
し
な

い
よ
う
に
働
き
か
け
で
い
る
そ
う
で
す
。

も
う
一
つ
、
信
じ
九
れ
な
か
っ
た
の

は
、
以
前
に
「
部
落
地
名
総
鑑
」
と
い

う
本
が
あ
り
、
全
国
の
部
落
の
所
配
地

や
世
帯
数
、
職
業
な
ど
が
詳
し
く
記
載

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
大
企
業
を
中
心

に
二
百
社
以
上
が
購
入
し
て
い
た
と
い

、
っ
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
一

よ
う
な
も
の
を
売
っ
て
商
売
し
よ
う
一

と
い
う
人
が
い
た
こ
と
、
貿
っ
て
就
一

職
試
験
の
合
否
に
利
用
し
よ
う
と
し
一

た
人
が
い
た
こ
と
に
怒
り
き
え
感
じ
一

ま

し

た

。

一

い
ろ
い
ろ
な
逼
動
に
よ
っ
て
、
今
一

で
は
、
こ
の
よ
う
な
就
職
差
別
は
な
一

く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
一

そ
れ
で
も
、
自
分
の
知
ら
な
い
と
こ
一

ろ
で
差
別
的
な
選
考
が
行
わ
れ
て
い
一

る
の
で
は
と
考
え
る
と
不
安
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
就
職
試
験
を
受
一

け
る
後
輩
が
、
不
安
を
感
じ
る
こ
と
一

な
く
、
本
人
の
能
力
と
適
性
に
よ
っ
一

て
選
考
さ
れ
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
一

よ
い
か
。
私
た
ち
が
就
職
試
喰
を
受
一

け
る
際
、
将
来
採
用
す
る
立
場
に
な
っ
固

た
時
、
面
接
で
、
差
別
に
つ
な
が
る
一

恐
れ
や
、
本
人
の
能
力
や
適
性
に
関
一

係
な
い
質
問
法
な
い
か
よ
く
検
討
し
、
一

正
し
い
選
考
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
一

た
い
で
す
の

す
べ
て
の
人
が
平
等
に
、
能
力
や
一

週
性
に
応
じ
て
白
由
に
職
業
が
選
択
一

で
き
る
世
の
中
に
な
る
こ
、
ど
を
則
つ
一
一

て。
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お知らせ一一一一一

真
展

ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
次
の
日
程
で

上
老
松
の
好
崎
光
象
さ
ん
が
こ
れ
ま
で

撮
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
、
県
下
各
地
の

四
季
折
々
の
自
然
を
捉
え
た
写
真
、
約

六
十
点
を
展
示
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
是

非
ご
来
場
下
さ
い
。

一
期
日
}
四
月
十
五
日
j

二
十
四
日

(
午
前
九
時
1
午
後
五
時
)

納
税
通
知
書
に

固
定
資
産
税
課
税

明
細
書
を
添
付
し
ま
す

長
浜
町
で
は
、
平
成
九
年
度
固
定
資

産
評
価
替
え
に
伴
い
、
納
税
通
知
書
送

付
の
際
、
土
地
・
家
屋
の
一
筆
・
一
棟

ず
つ
の
内
容
を
記
載
し
た
課
税
明
細
書

を
添
付
し
ま
す
。

内
容
は
、
税
務
課
に
備
え
つ
け
て
あ

る
課
税
台
帳
と
ほ
ぽ
同
一
で
、
自
分
自

身
の
所
有
資
産
明
細
が
わ
か
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
固

定
資
産
税
係
(
宮
五
二
l
一
一
一
一
・

(
有
)
二

O
四
こ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

四
月
一
日
よ
り

定
期
船
「
あ
お
し
ま
」
の

瞳
府
桝
直
川
隆
防
川
畑
吋

四
月
一
日
の
消
費
税
率
改
定
に
伴
い
、

長
浜
i
青
島
問
そ
航
行
し
て
い
る
定
期

船
「
あ
お
し
ま
」
の
運
航
料
金
が
、
次

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
次
表
に
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

変更前|変更後

330円

t

)

 

4
f
n
u
 

会
苅

閉
山

μ

唾
乍

E
U

円
一
時
g

m川
一

自

国

白
一
青

物
尚
一

H

荷

4
5

小
叶
一
間

川
い
一
お

665円

335円

370円

660円

分

人小

平
成
九
年
度

役
場
の
支
払
(
振
込
)
日

平
成
九
年
度
長
浜
町
役
場
の
定
例
支

決cge~'''@守すんe

A、B、Cの絵は左側の

どの絵と合うでしょう。

一つ合わない絵があります。

(:-:)、 t;-8、 ↓-¥1 … まま

払
日
(
預
貯
金
口
座
振
込
)
が
、
次
の

日
程
と
な
り
ま
し
た
。
請
求
書
を
出
さ

れ
る
場
合
は
、
納
品
と
同
時
に
提
出
す

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
請
求
書
に
は
、
課
名
等
を
書

い
て
、
必
ず
押
印
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

平成九年度支払(振込)予定日

|第 1 回 第 2 回
月別 振込予定日 振込予定日

同/4 14日 28日

5 13日 26日
ト一一

6 13日 26 B 
7 14日 28日

8 13日 26日

9 16日 26日

10 13日 227日
11 13日 6日
12 15日 26日

10/1 13日 26日

2 13日 26日
3 13日 26日

4 13日 27日

5 i 14日 26日

あ
な
た
を
待
っ
て
い
る

人
が
い
ま
す

j
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
を
j

命
を
救
え

あ

な

た

れ

ま

せ

ん

「
骨
髄
液
の
提
供
(
骨
髄
移
植
ご

と
い
う
あ
な
た
の
善
意
が
、
白
血
病
や

重
症
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
、
血
液

難
病
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い
ま
す
。

骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

患
者
さ
ん
と
骨
髄
提
供
者
(
ド
ナ
l
)

の
白
血
球
の
型

(
H
L
A
型
)
を
一
致

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
一

致
す
る
確
率
は
、
兄
弟
姉
妹
聞
で
四
人

に
一
人
、
そ
れ
以
外
で
は
、
数
rH
人
か

ら
数
万
人
に
一
人
と
ま
れ
な
た
め
、
ま

だ
ま
だ
多
く
の
患
者
さ
ん
が
骨
髄
移
植

を
受
け
ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
現
在
、
全
国
で
当
面
十

万
人
を
目
標
に
、
広
く
一
般
の
方
々
に

骨
髄
パ
ン
ク
へ
の
骨
髄
提
供
希
望
者
登

録
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
、
「
廿
髄
パ
ン
ク
登
録

窓
口
」
を
下
記
に
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
、
二
十
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で
の
健
康

な
方
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
大
洲
保
健
所
(
宮
二

凶
l
一
一
一
一
六
五
)
ま
で
お
問
い
合
せ
下

さ
い
。
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紹介コーナー

一
J

一
一
バ
一
一
一
国
間
出
陣
章

一一一ペネ…左足…

一
:
介
護
手
当
一
を
支
給
:
。

町
で
は
、
屑
宅
に
お
い
て
寝
た
き

一
り
老
人
又
は
重
度
の
痴
呆
性
老
人
を

一
介
護
し
て
い
る
方
に
、
介
護
者
へ
の

…
精
神
的
、
経
済
的
な
援
助
と
在
宅
福

一
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
寝
た
き
り

一
老
人
等
介
護
手
当
を
支
給
し
て
い
ま

一
す
。

一
O
介
護
手
当
を
も
ら
え
る
方

寝
た
き
り
老
人
等
と
同
居
し
、
生

一
計
を
同
じ
く
す
る
方
で
、
そ
の
寝
た

一
き
り
老
人
等
の
日
常
生
活
を
介
護
し

.
て
い
る
方
。
た
だ
し
、
寝
た
き
り
老

奮を一一…一一一…一一

閣法…浩一ん…。…叫一

O
支
給
方
法

申
請
さ
れ
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
一

さ
れ
、
支
給
月
(
四
月
・
八
月
・
十
一

一
一
月
)
に
振
込
み
と
と
な
り
ま
す
。
一

《
品
川
…

O
手

続

き

方

法

一

こ
の
手
当
は
申
請
に
よ
ヲ
て
支
給
一

さ
れ
ま
す
。
手
当
を
受
け
よ
う
と
さ
一

れ
る
方
は
、
担
当
地
区
の
民
生
委
員
一

さ
ん
又
は
、
役
場
福
祉
課
老
人
福
祉
一

係
へ
ご
相
談
の
う
え
申
請
畜
を
提
出
一

し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
老
人
福
一

祉
係
(
宮
五
二
ー
一
一
一
一
「
内
線
一

二
八
」
・
(
有
)
三

O
七
二
)
ま
で
、
一

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

イ

人
等
と
介
護
者
が
と
も
に
一
年
以
上
町

内
に
住
所
が
な
い
と
き
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

ム
N

寝
た
き
り
老
人
等
と
は

六
十
五
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
寝
た
き

り
度
判
定
基
準
に
よ
り
寝
た
き
り
と
判

定
さ
れ
、
そ
の
状
態
が
六
か
月
以
上
継

続
し
て
い
る
方
。

大
重
度
の
痴
呆
性
老
人
と
は

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
、
つ
な

症
状
・
行
動
や
意
志
疎
通
の
困
難
さ
が

頻
繁
に
み
ら
れ
、
常
に
介
護
を
必
要
と

す
る
方
c

O
支
給
額

寝
た
き
り
老
人
等
一
人
に
つ
き
月
額

七
、
五

O
O円

3と
通
事
故

重5
β乙 F、
後岳

遭蓮
堕遺
喜児
の
方
々
/¥.... 

。
育
成
資
金
の
貸
付
け

一
、
対
象
者

自
動
車
事
故
で
、
一
家
の
働
き
手

が
亡
く
な
っ
た
り
、
重
度
後
遺
障
害

者
と
な
ら
れ
た
世
帯
の
中
学
校
卒
業

ま
で
の
子
供
さ
ん
。
但
し
町
民
税
を

納
め
て
い
な
い
世
帯
に
限
ら
れ
ま
す
。

一
、
貸
付
額

一

時

金

十

五

万

一

千

円

月

額

一

万

九

千

円

入
学
支
度
金
四
万
三
千
円

一
、
利
子

無
利
子

↑
、
返
済
期
間

一
一
十
年
以
内
の
均
等
払
い
で
す
。

一
、
返
還
時
期

中
学
校
卒
業
後
一
年
措
置
さ
返
還

を
始
め
ま
す
。

↑
、
返
還
猶
予

高
校
・
大
学
等
の
在
学
期
間
は
返

還
を
猶
予
で
き
ま
す
。
学
校
卒
業
後

六
カ
月
措
置
い
て
か
ら
返
還
を
始
め

ま
す
。

。
介
護
料
の
支
給

一
、
対
象
者

向
動
車
事
故
で
重
度
の
後
遺
障
害

が
残
り
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

状
態
に
あ
る
方
。

一
、
支
給
額

入
院
し
て
い
る
場
合

日
額
四
、

0
0
0
円

自
宅
介
護
の
場
合

日
額
二
、

0
0
0円

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

一
お
問
い
合
せ
一
〒
七
九

O
松
山
市
南

江
戸
一
了
巨
六
の
三
、
自
動
車
事
故
セ

ン
タ
愛
崎
支
所
(
盟

O
八
九
九
二

五
1
0
七
O
八
)
ま
で
。

:辛時五I1み Jf者査院
探勝です ~長浜町立図書館~

書名 仏 著者

高山本線殺人事件 一小オ川 西村京太郎
芭蕉自筆奥の細道 山 'i戸、 l 上野洋三

少年H (上・下) ¥¥¥¥. 1¥ 妹尾河童
日本人へのj宣言 V三こコ刈 司馬遼太郎
愛と狂気のストーカー 荒木創造 E

顔をなくした 女 大平 健

一人を生きる才能 清川 妙
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消費税ほか

活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指

し
た
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
税
制
の
見

直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
四
月
一
日
か

ら
消
費
税
が
五
%
に
な
り
ま
し
た
。

知
識

消
費
税
と
地
方
消
費
税
と

を
合
わ
せ
た
税
率
が

五
%
に
な
り
ま
す

O

平
成
九
年
四
月
一
日
以
降
に
行
わ

れ
る
取
引
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
の

税
率
が
四
%
(
従
来
三
%
)
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
創
設
さ
れ
る

地
方
消
費
税
の
税
率
一
%
を
合
わ
せ
、

税
率
は
五
%
に
な
り
ま
す
。

大
こ
の
こ
と
に
伴
い
、
四
月
一
日
か
ら

1%分{ま円強方消費~jáJです

「一消費税 問費キ

3~ 

@地方分権を推進し、地域福祉を
充実するため、都道府県税とし
て地方消費税が創設されます。

次
の
各
公
共
施
設
使
用
料
等
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

変
更
さ
れ
た
主
な
住
用
料
等

①
町
立
学
校
屋
内
運
動
場
施
設
使
用
料

②
各
公
民
館
使
用
料

③
町
民
会
館
使
用
料

④
ふ
れ
あ
い
会
館
使
用
料

⑤
不
燃
物
処
理
手
数
料

⑤
漁
港
施
設
の
利
用
料
等

⑦
産
業
展
示
館
使
用
料

③
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
使
用
料

①
長
浜
港
港
湾
セ
ン
タ
ー
使
用
料
及
び

そ
の
他
港
湾
施
設
使
用
料

⑮
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料

⑪
有
親
放
送
使
用
料

な
お
、
諸
証
明
の
手
数
料
は
従
来
ど

お
り
で
す
。

て
%
。

し
4
す

に
税
ま

率
費
り

税
消
な

費
の
に

消

国

%

、、
v
h
u

は
で
と

税
分
る

費
当
せ

消
椙
わ

方
%
あ

地

1
と

@
 

:.地方消費税は、消費に応じて各都道府県の収入と
i なり、うち半分は市町村に交付されます。

護手の企画安i霊安全運動
4 )J 6 11 ~ 1511 ~待つ人ヘ 今日も無事故の贈りもの~

今年も、 4月 6日-15日までの10日間、「春の全国交
通安全運動」が実施されます。重点運動は、次の 2つで
す。正しい交通ルールとマナーを実践し、交通事故防止
をd心カ宝けましょう。
①高齢者と子どもの交通事故防止
②シートベルト着用の徹底

運転者の皆さんへ・・・

0高齢者子どもを見かけたら、
徐行や一時停止をするなど「思
いやり運転Jに努めましょう。
0シートベルトを正しく着用す
ると共に、同乗者にも着用させ
ましょう。
0幼児等を乗車させる場合は、
チャイルドシートを利用しま
しょう。

ご家庭の皆さんへ・・・

0外出する高齢者・子どもに一声かけて、注意を喚起さ
せましょう。
0ご家庭で、シートベルトの着用効果、必要性等につい
て話し合ってみましょう。

一
日
看
護
体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

五
月
十
二
日
は
「
看
護
の
日
」
で
、

こ
の
日
を
含
む
看
護
週
間
(
五
月
十
一

日
j
十
七
日
)
に
は
、
全
国
で
多
彩
な

行
事
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
本
県
で
も

そ
の
普
及
と
啓
蒙
を
図
る
た
め
、
県
内

二
十
九
の
病
院
等
で
一
日
看
護
体
験
事

業
を
行
い
ま
す
。

「
看
護
婦
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
た
い
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い
」
と

思
っ
て
お
ら
れ
る
方
、
是
非
ご
応
募
下

さ
い
。

{
実
施
期
日
一
五
月
十
日
か
ら
十
六
日

の
内
で
、
各
施
設
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す。一
実
施
施
設
}
県
内
二
十
九
か
所

一
申
し
込
み
要
領
}
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
職
業

(
学
校
名
・
学
年
)
、
電
話
番
号
、
希
望

病
院
名
を
書
き
、
四
月
十
五
日
ま
で
に

次
の
所
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
〈

中
学
・
高
校
生
は
学
校
の
許
可
が
必
要

で
す
〉
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

一
お
問
い
合
せ
・
申
込
先
}
実
施
施
設

等
の
詳
細
、
及
び
申
し
込
み
は
、
〒
七

九
O
松
山
市
道
後
町
二
丁
目
一
一

1
1
1
1

一

四
(
社
)
愛
媛
看
護
協
会
内
:
愛
媛
県

ナ
l
ス
セ
ン
タ
ー
(
宮

O
八
九
九
二

四

O
八
四
八
、

O
八
九
九
二
三
!

一
二
八
七
)
ま
で
。

。
あ

毎
年
五
月
は
赤
十
字
社
員
増
強
月
間

で
す
。
県
下
全
域
で
募
金
や
新
規
社
員

の
募
集
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

大
集
ま
っ
た
お
金
は
、

お
も
に
次
の
よ
う
な

活
動
に
使
わ
れ
ま
す

災
害
救
護
活
動

災
害
が
お
き
た
時
に
必
要
な
、
毛

布
・
日
用
品
等
の
救
援
物
資
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。

半
国
際
救
援
活
動

紛
争
や
自
然
災
害
で
苦
し
む
世
界

の
人
々
の
救
援
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す。
*
青
少
年
赤
十
字
活
動
・
奉
仕
団
活

動
・
救
急
法
や
家
庭
看
護
法
の
講
習

会
等
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
当
町
も
、
五
月
に
な
る
と
募
金
や

新
規
社
員
の
募
集
に
と
り
組
み
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

* 
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「

代

表

者

)

一

西

山

日

間

子

一

一

台

五

三

l
l
O
三
九

O
一

一

堀

田

道

子

一

{

怨

五

三

O
五
四
三
」

の
会
合
同

L
E
T
Sタ
棚
グ
キ
シ
グ

生
活
改
善
一
泉
全
国
レ
モ

み
か
ん
餅

一一一一ー紹介コーナー

一
材
料
一

寸
餅
米

一
み
か
ん

塩
「
あ
ん
こ

一
作
リ
方
}

①
餅
川
一
本
を
洗
う
。

②
み
か
ん
の
ヘ
タ
を
取
っ
て
洗
う
。

③
蒸
龍
に
餅
米
を
入
れ
、
そ
の
上
に
み

か
ん
を
乗
せ
て
一
緒
に
蒸
す
。
沸
鳴
し

て
約
四
十
分
で
蒸
し
あ
が
り
。

④
蒸
せ
た
餅
米
と
み
か
ん
を
臼
に
と
り
、

あ
る
程
度
つ
い
て
か
ら
山
一
を
入
れ
て
っ

き
上
げ
る
。

⑤
好
み
に
応
じ
、
あ
ん
こ
を
入
れ
て
も

み
、
形
を
整
え
て
出
来
上
が
り
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
:
・
み
か
ん
は
、
よ
く

洗
い
ヘ
タ
を
必
ず
取
る
こ
と
。

一
升
五
合

四
個

少
々

適
量

しがり

P.Nボレロ長浜高校美術部

私
た
ち
は
、
町
の
花
木
で
あ
る
「
さ

っ
き
」
を
は
じ
め
、
各
種
金
栽
を
育
て
、

会
員
相
五
で
鑑
賞
し
合
っ
た
り
、
育
成

の
研
究
情
報
を
交
挽
し
合
っ
た
り
し
な

が
ら
、
円
々
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
存
知
の
「
さ
っ
き
展
示
会
」

で
は
、
公
民
館
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
各

会
員
が
丹
精
込
め
て
育
て
上
げ
た
き
つ

泉会・レモンの会の皆さん

長浜盆栽岡野会

(盆栽)

。引もまずf

湖一一主

き
を
一
堂
に
展
示
す
る
と
と
も
に
、
さ

っ
き
・
菊
な
ど
の
苗
の
配
布
・
即
売
や
、

育
て
方
の
講
習
な
ど
を
通
し
て
、
盆
栽

の
普
及
・
研
究
に
頭
張
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、

退
会
者
も
出
る
な
ど
の
状
況
に
あ
り
空

す
が
、
町
の
花
木
「
さ
っ
き
」
の
ま
す

ま
す
の
普
及
の
た
め
に
も
、
伎
作
杭
を
愛

し
、
自
然
を
愛
し
て
地
道
に
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

花
の
好
き
な
方
、
盆
栽
を
や
っ
て
み

た
い
な
と
お
考
え
の
方
、
遠
慮
な
く
ご

連
絡
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

{
会
合
回
一
月
に
一

j
二
回
位

一
場
所
一
中
央
公
民
館
ま
た
は
黒
出
農

園
等一

連
絡
先
}
島
田
梅
次
郎
(
密
主
二

i

。
一
六
四
)

一
会
費
}
千
王
百
円
/
年

{
会
員
}
島
田
梅
次
郎
、
日
賀
志
秀
雄
、

山
川
忠
雄
、
古
同
揮
順
一
、
河
野
昭
江
、

丙
山
荒
雄
、
熊
野
輝
子
、
衣
笠
美
紀
子
、

藤
本
友
恵
、
松
本
喜
久
子
、
持
本
唾
義
、

菊
地
俊
正
、
二
一
呂
ミ
ヤ
子
、
神
山
チ
ヅ

ヵ
、
泉
勝
信
、
小
出
ヨ
オ
ゴ
、
鎌
田
忠毎年盛大に開催されるさっき展示会
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共
に
考
え
共
に
行
動
し
よ
う

1
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

1

一
-
月
三
十
一
日
、
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
「
人
権
を
考
え
る
な
か
ま
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
、
町
内
か
ら
約
六
十
人
が

参
加
し
た
。

つ
ど
い
で
は
、
広
見
町
の
坂
本
市
郎

先
生
に
よ
り
、
自
ら
の
体
験
を
中
心
に

「
私
の
歩
ん
で
き
た
道
」
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
感
動
的
な

話
に
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
を
熱
く
し
た
。

ま
た
、
講
演
後
に
持
た
れ
た
ふ
れ
あ

い
タ
イ
ム
で
は
、
ゲ
!
ム
や
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
の
作
業
な
ど
を
通
し
て
の

な
か
ま
づ
く
り
の
子
法
な
ど
を
学
び
、

貴
重
な
体
験
の
つ
ど
い
と
な
っ
た
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
よ
う

ー
大
和
太
陽
の
広
場
1

三
月
ご
目
、
大
和
小
学
校
を
主
会
場

」与{k:&

来場者を楽しませた屋外ステージ

に
、
第
二
十
三
回
大
和
太
陽
の
広
場
が

開
催
さ
れ
、
来
場
者
約
六
百
人
で
賑
わ
っ

た。
第
一
部
の
「
走
ろ
う
・
歩
こ
、
っ
十
時
」

で
は
、
参
加
者
は
体
力
に
応
じ
た
距
離

に
分
か
れ
て
各
コ

l
ス
を
完
走
、
完
歩

し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
い
た
。

第
二
部
の
寸
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」
で

は
、
各
種
バ
ザ
ー
や
、
お
茶
、
展
心
、

芸
能
発
表
な
ど
の
各
コ
ー
ナ
ー
、
併
撒

き
・
宝
撒
き
な
ど
で
会
場
は
盛
り
上
が

り
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
休
日
の
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
て
い
た
。

感動をよんだ境本先生の詰演

楽
し
く
健
康
づ
く
り
を

j
日
滝
歩
け
走
れ
大
会
1

三
月
二
目
、
白
滝
で
信
十
一
回
向
沌

地
区
歩
け
走
れ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
地

域
住
民
ら
約
二
百
五
十
人
が
参
加
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り
に
励

も
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
c

少
し
肌
寒
さ
を
感
じ
る
曇
り
空
な
が
ら

も
、
参
加
者
は
、
歩
く
コ

1
ス
、
走
る

コ
l
ス
そ
れ
ぞ
れ
に
マ
イ
ペ
ー
ス
で
挑

戦
し
た
。

ゴ
ー
ル
後
は
、
婦
人
会
に
よ
る
う
ど

ん
サ
ー
ビ
ス
や
ア
ニ
メ
映
写
会
、
不
出

品
パ
ザ
1
ル
な
ど
も
行
わ
れ
、
ま
さ
に

地
域
が
集
、
つ
健
康
的
な
ふ
れ
あ
い
デ
ー

と
な
っ
た
。

講
演
を
さ
れ
る
草
柳
さ
ん

「一文化講演会~ J 
つどいの後、午後から平成 8

年度文化講演会が開催された。

講師に、評論界の第一人者草

柳 大 蔵 さ ん を 招 き 、 「 豊 か さの
新しい質を求めて」と題して行
われた講演では、学校歴重視社

会から真の学歴社会への移り変
わりなど、文化的催眠から覚め、
いくらでも白分自身を磨くこ と

ができる状況があることの再認

識の重要性について、参加者の

心に深く語りかけられた。

元気いっぱいのスタートを切る子どもたち

れたもの。

「まちづくりへの提言」と題し
て、高技生からお年寄りまでの五
つの年齢層からは、それぞ、れまち

づくりへの個性的な提言がなされ

すこD

お発表された主芸員提言;f/jJ容
日々感謝の気持ちで・人との関

わりのすば、らしさ・曜かい家庭づ

くり@どこにイ主んでいるかでなく

どのように住んでいるかの犬切さ・

特色のある長浜高校にー・等
引き続き、講師に今治市打古公

民館長の渡漫宏先生を迎え「なに
をやるにも体が資本」と題した指

導講演が行われた。喜怒哀楽のあ
る家庭め大切さなど、イ木操や歌を

交えたユーモアたっぷりの話に会
場は盛り上がっていた。

2月23日、ふ れ あ い 会 館 で 第

四日生涯学習を進める町民のつ
どしミが開催され、町内の教育関

係者や各団体代表者ら約300人

が参加した。
これは、町民全員が、学習を通

して楽しく住み良い、個性溢れ

るまちづくりを目指そうと行わ

まちづくりへの提言をされた皆さん
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直
!|[劃

ド
千里

朝
ま
だ
き
過
ぎ
し
時
雨
の
葉
牡
丹
に
置

き
し
滴
の
朝
日
に
光
る

西

田

チ

ヅ

ル

復
員
し
こ
の
山
県
に
蜜
柑
を
つ
く
り
五
口

住
み
馴
れ
て
半
世
紀
過
ぐ

渡

濯

仁

之

助

桜
草
肱
川
嵐
に
め
げ
も
せ
ず
尚
円
ロ
ー

ド
に
咲
き
競
ひ
を
り谷

井

光

恵

病
に
て
踊
り
稽
古
中
断
す
立
居
に
踊
り

の
手
振
り
時
々

春
風
が
吹
い
て
始
ま
る
春
休
み

六

年

玉

井

洋

ち
ら
ち
ら
と
桜
の
花
ぴ
ら
い
わ
っ
て
一
る

六

年

前

内

千

尋

工

藤

春

子

春

日

よ

り

さ

そ

わ

れ

友

と

山

歩

き

八

重

桜

箸

ふ

く

ら

む

気

配

見

ゆ

さ

く

ら

六

年

清

水

勇

太

一

前

総

は

ま

だ

沖

縄

に

お

花

見

だ

桜

の

下

で

ハ

イ

チ

l
ズ

中

一

伊

井

か

め

代

六

年

樫

本

香

菜

町
一
山
一
品
て
よ
涼
片
山

H
M「
占
河
川

1
1
8
目川一
J
川
片
山
げ
は
一
日
一
ぺ
円
一
一
け
い
長
浜
町
商

Z
会
青
年
部

一
一
ぷ
劃
晴
れ
の
日
で
も
雨
の
日
で
も
、
樹
林
に
入
っ
た
人
は
心
一

1
優
昼
間
車
部
主

γ

一
心
ザ
出
が
安
ら
ぎ
ゃ
さ
し
く
な
る
よ
う
に
、
こ
の
子
の
周
り
に
い
.

日
高
照
友
さ
ん

一
郎
杭
(
る
人
た
ち
も
安
ら
ぎ
、
そ
し
て
大
切
に
し
て
も
ら
え
る
よ
一

一
一
す
ん
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
「
樹
国
土
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
一

1
青
年
部
功
労
者
感
謝
状
1

潜

U

明
る
く

A

j

f

h

一
一
月
二
下
七
尺
松
山
市
で
開
催
さ

長

ト

気

で

、

心

が

齢

層

感

ん

設

計

一

れ

だ

愛

媛

県

商

工

会

青

年

部

婦

人

部

連

一

部

性

優

し

く

命

の

犠

輔

閣

議

;

一

一

じ

畑

一

合

会

組

織

化

三

十

周

年

記

念

式

典

の

席

一

獣

り

里

尊

さ

を

知

つ

瞬

時

J

議
V
L
L
一
上
、
優
良
育
主
と
し
て
、
長
浜
町
商

一

鞍

は

閤

た

在

に

な

っ

品

積

パ

1LLλ
判
一
士
会
青
年
部
に
全
国
商
工
会
連
合
会
々

一
中
山

l
恥

て

欲

し

い

と

ι

ぞ

帆

叫

8
一
長
表
彰
が
、
ま
た
青
年
部
功
労
者
と
し

一

謀

晴

思

い

ま

す

。

脇

陣

伊

I
N
J
i
y…
刊
一
て
、
長
浜
町
商
工
会
長
(
県
青
連
一
芸

オ

寸

!

?

=

一

長

)

日

高

照

友

さ

ん

に

全

同

商

工

会

青

計
二

E

(

父
l
久
喜
さ
ん
・
母
H
恵
さ
ん
)

一日日
M

t

a

E

B

E

l

l

i

-

-

i

l

E

…
年
部
婦
人
部
連
合
会
々
長
感
謝
状
が
、

一一一一文芸・表彰・一歳です

新
芽
を
喰
ひ
あ
ら
し
を
り

る

六

年

桑

野

均

春
休
み
終
わ
る
と
す
ぐ
に
中
学
だ

六

年

松

並

周

平

春
風
に
ふ
か
れ
て
ゆ
れ
る
つ
く
し
ん
ぼ

六

年

谷

田

恵

た
ん
ぽ
庁
の
花
ゆ
れ
踊
る
春
景
色

波
多
野
コ
チ
ヨ

椿
祭
り
鉢
植
え
の
値
札
指
で
読
む
財
布

の
中
味
と
相
談
し
つ
つ

上

川

花

子

陽
だ
ま
り
の
白
き
山
茶
花
一
枝
揺
る
花

芯
つ
ひ
ば
む
烏
の
い
る
ら
し

生

回

八
重
子

人
権
擁
護
委
員
に

黒

田

進

さ

ん

日
櫛
生
小
学
校

1

三
月
一
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
丸
、

長
浜
の
黒
田
進
さ
ん
が
、
当
町
の
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

六

年

木

多

佳

佑

み
つ
ぱ
ち
が
お
花
め
あ
て
に
こ
ん
に
ち

は

六

年

桑

野

祐

子

春
の
山
桜
が
咲
い
て
そ
ま
っ
て
く

六

年

久

保

田

隼

そ
れ
ぞ
れ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。表

早3

委嘱された黒田さん

二
月
二
十
三
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
に

お
い
て
第
四
回
生
涯
学
習
を
進
め
る
町

民
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、
公
民
館
活

動
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た
次
の
方
々
が

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。(

敬
称
略
)

一
公
民
館
優
良
役
職
員
表
彰
}
マ
今
坊

公
民
館
・
:
上
田
栄
太
郎
(
今
坊
)
マ
大

和
公
民
館
・
:
久
井
会
(
大
越
)
、
矢
野

安
美
(
上
老
松
)
、
岡
出
和
生
、
村
上

吉
久
、
日
野
修
次
(
以
上
下
須
戒
)
、

マ
白
滝
公
民
館
・
:
惣
(
人
主
八
三
郎
(
戒
川
)

{
永
年
勤
続
公
民
館
運
営
審
語
会
委
員
一

今
坊
公
民
館
:
ふ
〈
間
一
義
(
今
坊
)

渡
違
久
一
義
一
さ
ん

5
国
保
事
業
功
労
者
表
彰
;

二
月
二
十
七
日
、
松
山
市
で
平
成
八

年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
功
労
者
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
下
須
戒
の
渡
壇
久
義
さ

ん
(
国
保
運
営
協
議
会
委
員
日
六
一
)

也

は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
推
進
発
展

に
貫
献
し
そ
の
功
績
が
置
薯
で
あ
り
た

こ
と
に
よ
り
、
愛
媛
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
り神

田
未
来
さ
ん

優
秀
賞
一
応
輝
く

1
鮒
読
書
感
想
岡

中
央
コ
ン
ク
ー
ル
ー

本
を
読
み
、
そ
の
印
象
を
絵
画
で
表

現
す
る
九
十
六
年
度
の
「
読
書
感
想
雨

中
央
コ
ン
ク
ー
ル
」
(
毎
同
新
聞
社
な

ド
7
王
催
・
-
応
募
総
数
五
十
八
万
悶
千
五

百
五
十
一
点
)
で
、
沖
浦
の
神
田
米
来

さ
ん
(
一
五
)
日
当
時
長
浜
中
三
年
引

が
み
ご
と
優
秀
賞
に
輝
き
、
二
月
二
十

瓦
目
、
東
京
都
で
そ
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
誰
で
も
光
り
輝
く
も
の
を
持
っ
て

い
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
、

昨
年
十
一
月
か
ら
今
年
一
月
ま
で
の
問
、

一
生
懸
命
取
り
判
ん
だ
神
田
さ
ん
の
作

品
「
生
命
の
埠
き
」
。
ホ
莱
を
控
え
、

思
い
出
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

神田未来さん
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(総
掛

叩

純
白

広報 な が は ま

φ 
結

婚

2
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

イ主

戸万

氏

名

田 満田嶋木木 上 岡

行

浩

美
千
代

康

賢

厚

子
憲

治

美

紀

昌

輝

由

里

長長

t兵 t兵

辻西
叫j

貢己ひ
奈 な祥2
F.J町力日か

良武
治寿

生滝生 滝 坊海浜滝田浦 海

石藤河福粂尾下平東西宮大

お
〈
や
み

2
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

山 上塚

ミ
ツ
子
(
九
二
)

頼
章
(
八
三
)

春

子

(

八

こ

繁
栄
(
八
六
)

セ

イ

(
八
四
)

留
次
郎
(
七
九
)

正
満
(
七
九
)

博
(
八

二

ミ
サ
ヱ
(
七
一一一)

雅
子
(
七
二

増
男
(
八
三
)

熊
八
(
八
四
)

今月のト ップは亀岡行j告さん
美千代さんのカ ップル

長

浜

長

浜

長

浜

今

坊
沖

浦

内
子
町

白

滝
滝

中高山村亀石上門

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

2
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

黒 沖出 柴櫛 白 櫛 白 今出長白

日本村原野上坂 田

4月29日は「みどりの日」とし

て国民の祝日になっているが、私

共年輩の者には 、 昭 和 天 皇 の 誕 生

日と しての方が思 い出が 深 い。

今でこそ、 日本詩人クラブ会員

として現代詩一筋 であ るが、若い

頃私は、 3年余り毎日新聞の短歌

欄や角川書庖の 「短 歌 」 誌 に 投 害

して、短歌の技を磨いたことがあ

る。ひとえに年初の「歌会始め」

に応募するためで、あわよくば入

選の栄を果たして、昭和天皇の前

で朗詠される こと を請u、願ったか

らであった。

数年応募を続けた結果は無惨な

もので、 以来現代 詩一 筋 に な っ た

カ宮、この修i千子を決:して後:悔;しては

いない。

若いとき に一途に何かに打ち込

むことは、大事なことであると信

じている。 たとえそれが成功しな

くて も、修行したこと 自体は、己

の何 か に役立つているはずである。

もしこの修行 をせず に 来た ら、60

年続けて きた 「現代詩」 も、 もの

になっていなか ったかもしれない

と思っている。

4月か ら、 学業に仕事にと出発

する若者たち よ、 何でも よいか ら

一つを選んで、数年間一心不乱に

打ち込んでみることを薦めたい。

必ず自分に納得のいく 、得難い何

ものかを会得するはずである。

拶

白

下
須
戒

沖

浦
長

浜

長

浜

仁

久

垣 吉 三 宮柴
内 野 原下回

海 f:静午 和字里り
渡と帆ほ陸1也 ゃ奈な

登 辰一 修 昌
巳 也 洋一彦
夫

で
も
、
事
あ
る
毎
に
だ
れ
か
が
助
け

て
く
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。

お
心
当
た
り

の
方
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

だ
れ
か
が
だ
れ
か
を
支
え
て
い
る
。

一
人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は一

人

の
た
め
に
。
つ
い
忘
れ
が
ち
な
こ
と
で

す
が
、
今
一
度
心
に
刻
み
直
し
て
お
き

た
い
も
の

で

す

。

(

や

)

訂
正
:
・
本
紙
三
月
号
十
ペ
ー
ジ
の

…

一
お
く
や
み
で
、
平
岡
数
一
(
八
六
)
一

一
は
、
(
九
六
)
の
誤
り
で
し
た
。
訂
一

一
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

数

人口をふやしましょ う

2月 末 現在 前月との比較

10，486人 1人増

人 口 (男 4，944人) (男 7人増)

女 5，542人 女 6人減

世 帯 数 3，696世帯 l世帯増

帯世口人


